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　燃料燃焼度 が 高 まるに つ れ て 使 用 済核 燃 料 中に 含 ま

れ る中性子源 の 存在 が 輸送容器 周辺 線量率へ 及 ぼ す影

響が 増大す る。特 に 燃焼度 の 高 い 燃料 を容器内で どの

様に 配 置す るか が，や は り少なか らず影響を及 ぼ す。

　当研 究所 で 開発 し た容器 周 辺 線量 率評価 コ ー
ド

SMART の 応用 の
一

環 と して ， 容器 内の 中性 子 源 ， ガ

ン マ 線源 の 存在する位 置 が容器周辺線量率に 及ぼす影

響 の 目安 を与える。一
種 の Importance　Functionで あ

る ， 線量率感度係数 と名付け る 量 を導入 し， 簡便 か つ

精度良 く燃料配置 と線量率 との 関係 を解析する手法 を

開発 した。

　 こ の 手法を乾式容器 TN −12A 型容器 に適 用 し， 燃料

配置 を考慮した 線量率分布計算結果 と実測値 との 比 較

検討 か ら，開発手法の 妥 当性 を検証 した。

　 こ の 手法の 開発 に よ り，従来，燃焼度 が 大 い に相 違

した 使 用 済核燃料 を容器 に収納す る 際 の 配置法 が ，収

納 の 都度経験的 に 決め られ て い た の に 対 し，配竃効 果

の 定量的評価 が 可能 と な りそれ に 基づ く合理的燃料 配

置が 可能 とな っ た。
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ー
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　ガ ン マ 線 の 遮 蔽 設 計 や安全 評 価 に 良 く利 用 さ れ る 点

減衰核 コ ー ドQAD −CG （米国・ロ ス ア ラ モ ス 研 究所開

発） に 対 して ， わが 国 で は 最近相次 い で 改良 ・整備 が

なされ て きた。本報告で は，設定され た ベ ン チマ
ー

ク

問題 を，こ れ らの コ
ー

ドで 解析する こ と に よ り精度 の

検証 をする と共 に，使用上 の 注意点 に つ い て も言及 す

る。ベ ン チマ ーク問題 は 監視窓 を模擬した ガ ン マ 線透

過 問題 で ， 2．2MeV の 点等方線源 と連続 ス ペ ク トル の

円柱線 源 ， 遮蔽体 は 共 に 3cm の 普通ガ ラス ， 42cm の

オイル ，18．4cm の 鉛 ガ ラス （密度3．3），27．9cm の 鉛

ガ ラ ス （密度6．2）及 び 1．9cm の 普通ガ ラ ス で 構成さ

れ，い ずれ も直接積分 法 PALLAS の 2次 元 計算値が

基準値 として 与えられ て い る 。 取 り上げ た 計算 コ ー
ド

は東洋 エ ン ジ ニ ア リン グ版 の QAD −CG，CRC 開発 に

よ る SARAI ，船舶技研 の 改良に よ る QAD −CGS 及 び

原研 改良 に よ る QAD −CGGP の 4 件で 東洋 エ ン ジ ニ

ア リ ン グ お よ び 船 舶 技 研 で 実 施 し た。こ の う ち

SARAI は イン プ ッ トデ
ー

タの 簡約化，線源形状
・
積分

方式等 に 優れ た 機 能を有 して い る が 今 回 の 解析 で は

QAD −CG の オ リ ジ ナ ル と同等の 条件下 で 実施 した 。

　再生係数は，散乱線の 寄与が支配的となる と考えら

れ る 鉛 ガ ラ ス と の 類推 か ら共 に 利 用で きる 鉛 の デ
ー

タ

を指定 した 。点線源 問題 に 対 して 基準値 との 比 は 0．807

か ら1．Ol5に な り，円柱線源問題 に対 して は 0．908か ら

0．961に な っ た 。 各計算値の 相異は 主 に 減衰係数に 起 因

す る もの で ， 基本デ
ー

タ の 差，内挿法 の 違 い が 要因 と

な っ て い る。今回 の 計算 で は 再生 係数 の 基 デ ータ お よ

び フ ィ ッ テン グ関数 による顕著 な差は見られ なか っ た

が，重 い 物質で 高エ ネ ル ギ
ー

が対象と な る 問題 に対 し

て は bremsstrahlungの 寄与 が 無視 で きな くな り，

QAD −CGS 及 び QAD −CGGP コ ー
ドの 優位 な点 が よ

ワ
ー．層 実証さ れ る で あ ろ う。
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